


製品の仕様ならびに取扱説明書の内容は予告なく変更することがあります。

あらかじめご了承ください。

1994-2001　菊水電子工業株式会社
KIKUSUI PART No. Z1-000-330  IB002474

－ 保 　証 －

　この製品は、菊水電子工業株式会社の厳密な試験・検査を経て、その性能が規格を満足している
ことが確認され、お客様にお届けされております。
　弊社製品は、お買い上げ日より１年間に発生した故障については、無償で修理いたします。
　但し、次の場合には有償で修理させていただきます。

1．取扱説明書に対して誤ったご使用、及びご使用上の不注意による故障・損傷。

2．不適当な改造・調整・修理による故障及び損傷。

3．天災・火災・その他外部要因による故障及び損傷。

なお、この保証は日本国内に限り有効です。

PCR-L(8-18K)









































































































































第５章　負荷の接続

5-9

コンデンサ・インプット型整流負荷の場合
　コンデンサ・インプット型整流回路を入力に持つ電
子機器などの場合、出力電流としては、出力電圧の
ピーク付近で出力電流実効値の数倍のピーク電流が流
れます。

　この場合最大出力ピーク電流は最大定格電流（定格出力容量［ＶＡ］／１００［Ｖ］(100V
レンジ) または、定格出力容量［ＶＡ］／２００［Ｖ］(200Vレンジ) ）の４倍までとしてくだ
さい。
　この場合の出力電流の実効値は、前項の「線形負荷の場合」で負荷力率１として算出される
定格出力電流値までとしてください。
　上記の定格出力電流（ピークまたは実効値）を超えて使用すると、本機の保護機能が作動し
出力電圧波形が歪んだり出力がオフになったりすることがあります。保護機能の詳細について
は、「第９章　保護機能とその動作」を参照してください。
　なお、上記の最大ピーク電流を歪なく供給できる条件は、出力電圧(設定値)が一定の場合で
す。出力電圧設定値を急変(上昇)させた場合等は、電圧・電流波形に歪を生じる場合がありま
す。オプションを使用して電源ライン異常シミレーションやシーケンス動作を行っている場合
でも、出力電圧が変化する際には同様に歪を生じる可能性があります。出力電圧設定値が一定
でOUTPUTをONにした場合には、歪なく最大ピーク電流を供給することができます。

突入電流が流れる負荷の場合
　下記のような負荷の場合、負荷への電圧印加時、または電圧急変時に出力周波数の数サイク
ル～数十サイクルの間、突入電流（定常時の数倍～数十倍以上）が流れようとします。

・トランス、スライド・トランス（スライダック）負荷
　トランス、スライド・トランス負荷に電圧を印加した場合、電圧印加のタイミングまたは残
留磁気の状態により、数サイクルの間、最大で定常電流の数十～数百倍の突入電流が流れよ
うとします。

・モータ、ランプ負荷
　モータ、ランプ負荷に電圧を印加した場合、数十～数百サイクルの間、数倍～数十倍の突入
電流が流れようとします。

・コンデンサ・インプット型整流負荷
　コンデンサ・インプット型整流回路を入力に持つ電子機器では、突入電流に対する保護（制
限）回路を持っていない場合には、数サイクルの間、数十～数百倍の突入電流が流れようと
します。
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